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月刊「あったかいご通信」を発行する土地活用研究会は、地域密着の建設会社が福祉施設の開

業をサポートする全国50社の国内最大級のネットワークです。毎月、業界の最新情報や成功

事例をお届けします。業界全般の最新情報や経営のコツ、利用者募集や人材マネジメントなど

リクエストも大歓迎です！
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ピアスタッフが回復モデルに
依存症に専門チームで寄り添う

救護施設

社会福祉法人大阪婦人ホーム（石田
易司理事長）の女性専用救護施設
「ホーリーホーム」（定員９０人）。
赤い羽根福祉基金の助成事業を活用し
て依存症者・暴力被害者の受け入れ・
支援・地域移行に力を入れている。

大阪市東南部の町工場が建ち並ぶ一
角にあるホーリーホームは、１９０７
年創設の最も古い女性専用救護施設。
全国１８０カ所の救護施設のうち、同
ホームを含めても全国に５カ所しか存
在しない。

助成事業以前から、利用者に依存
症者や暴力被害に遭った人はいたが、
その過酷な経験が入所後の「問題行
動」に発展するケースもあり、その都
度職員は対応に苦慮。適切な支援策を
模索していた。

福越直子施設長は「女性依存症者に
は暴力などの被害体験者が多い。それ
まで他の利用者と同じ支援内容だった
のを、チームで専門的に行うことにし
ました」と話す。

依存症利用者の「よりどころ」にな
ればと同じ経験を持つ人を専任のピア
スタッフとして雇用した。暴力被害経
験のある利用者にも対応するためのカ
ウンセラーも配置。一般職員も含めて
チームを組み、支援プログラムを提供
した。

その一つが、依存症ミーティング
と暴力被害者ミーティングだ。依存症
は多い時で約１５人、暴力被害は３人
ほどが参加。毎月２回ずつ開催し、ピ
アスタッフも参加して、自分の体験や
気持ちを話すというもの。

以前までは、「飲酒したい気持ち
すら職員になかなか打ち明けてもらえ
ませんでした」（福越施設長）。ミー
ティングの実施やピアスタッフがホー
ム内にいることで、「心を開く利用者
が増え、行動も落ち着きました。ピア
スタッフの姿が身近な回復モデルと
なっています」と話す。

障がい者施設や介護施設はただ決め
られたサービスを行うだけでなく、
サービスの質の向上や多様化が進んで
いる。新しい障がい者・介護施設モデ
ルのご相談は弊社まで。

※「福祉新聞」依存症の方を受け入れる救護施設
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